
大雨行動訓練（実働編 ）

〜「 たしかめる」勉強会資料 〜

大雨から自らの命を守るために、避難ルートとルールを事前に確認しましょう 。



本日のプログラムと流れ

訓練は午前9時30分から 11時20分まで段階的に進めます。



プログラムとタイムスケジュール

時刻 プログラム 詳細・ポイント

09:30 はじめの挨拶 福釜町内会杉浦町内会長からのご挨拶（ 5分）

09:35 
〜

「 たしかめる 」
勉強会

手づくりハザードマップ、 マイ ・タイムラインの確認 、
情報伝達方法や避難ルート ・ルール確認（ 30分）

10:05
〜

休憩・移動 行動訓練に向けて、 自宅へ移動（ 15分）

10:20 
〜

「 やってみる 」
行動訓練

防災放送を合図に、 自宅周辺から 5・ 7番組の指定された
集合場所へ移動
西部公民館実習室（ 2階）へ実際に避難・移動（ 45分）

11:05 
〜

「 ふりかえる 」
見直し

気づいたことの話し合い・アンケートの実施（ 10分）



１「たしかめる」勉強会
手づくりハザードマップ、マイ・タイムラインの確認、

情報伝達方法や避難ルート・ルール確認



手づくりハザードマップを
確認しましょう



手づくりハザードマップ（おさらい）



手づくりハザードマップ（おさらい）



新しい防災気象情報（５月２９日から）

1. ４つの災害に整理されました

これまで細分化されていた情報が「河川氾濫」「大雨」「土砂災害」

「高潮」に整理され、どんな危険が迫っているのかわかりやすくなります。

★矢作川の場合：河川氾濫注意報、警報、危険警報、特別警報

★長田川の場合：大雨注意報、警報 、危険警報、特別警報

2. レベルの数字がつきました

警報等の発表時、 5段階の「警戒レベル」数字を同時に表示。テレビや

スマートフォンで一目で危険度の高さを判断できるようになります。

★警戒レベル３：大雨警報 のように発表されます。

3. 安城防災ナビの活用しましょう

安城市から発表される「避難指示」などのレベル 4情報は、「安城防災ナビ」

や公式LINE などを通じてタイムリーに届きます。



手づくりハザードマップ（おさらい）



手づくりハザードマップ（危険な箇所）



マイ・タイムラインのつくり方を
おさらいしましょう



マイ・タイムライン

【 ふりかえり 】

⚫ マイ・タイムラインは、災害が発生しそうな時に、

「いつ」、「何をするのか」など、適切に行動できる

よう、あらかじめ立てておく行動計画のことです。

⚫ どの行動するのかを事前に決めておくことで、災害時に

迷わず行動できる、命を守るための備えになります。



マイ・タイムライン （書き方のおさらい）



マイ・タイムライン （書き方のおさらい）



情報伝達の仕方を
確認しましょう



福釜町での情報伝達手段

1. ラインアプリ

使用しています。町内会長と組長のラインがあります。

2. 電話の連絡網

使用していません。人によっては留守番電話につながる場合が多いため、

ラインの方が現実的と考えられます 。

3. メールによる送付

使用していません。

4. 防災放送による一斉発信

使用しています。



避難所までの避難ルートを
確認しましょう



避難所までの避難ルート

【 通ってはいけない・避けるべき避難ルート 】

⚫ 長田川の下流は

避けましょう

あふれやすい場所を確認

⚫ 急な坂道は

避けましょう

水の流れが急な場合

があります

⚫ 道の端っこは

歩かない

溝に足を取られる可能性があります



声かけ相談を
考えておきましょう



避難所までの避難ルート

【 通ってはいけない・避けるべき避難ルート 】

⚫ 情報の入手が困難な人への避難の呼びかけ方を

考えておきましょう

避難行動をとる際に

考えてみましょう

必要に応じて

マイ・タイムラインに

補記しましょう



大雨行動訓練の
ルール説明



【 想定する災害の状況】

⚫ 矢作川上流域で大雨が降り、矢作川が氾濫危険水位に

近づいている。

→レベル４河川氾濫危険警報 が発表されました。

⚫ しかし 、 福釜町含む安城市内は小雨程度。

→福釜町周辺では大雨は降っていません。

長田川の氾濫は起きていない状況を想定します。

⚫ 避難指示とともに 避難所に避難しなければならない 。

→手づくりハザードマップにある危険箇所を確認し、

西部公民館に避難します。

今回の訓練で想定する災害の状況



【 伝達から避難へのステップ 】

1. 気象庁や安城防災ナビで、警戒レベル４

河川氾濫警報が発表されます 。

2. 安城市が、矢作川の水位等を考慮し、安城市全世帯に

避難指示を発令します。同時に避難所が開設されます。

3. 安城市の発表を踏まえ、福釜町内会が防災放送で

西部公民館への避難を呼びかけます。

4. （今回は）５・７番組は自宅から各組の集合場所に

集まります。

5. 集合後、西部公民館（２階実習室）へ避難します。

今回の訓練で想定する災害の状況



1. マイ・タイムラインの意識

昨年の内容を思い出し、避難行動の流れを頭の中で想像しながら

歩きましょう。（本日の訓練では、実際の荷物持ち出しは省略します）

2. 避難ルートの安全チェック（長田川対策）

長田川を渡って西部公民館に避難する場合は、溢れるリスクが少ない

「標高の高い上流の橋」を渡るルートを通るようにしてください。

3. ご近所への「声かけ」の意識

大雨時の夜間など、情報の入手が特に困難な世帯を考慮し、ご近所同士で

声を掛け合いながら避難できる仕組みを想定して行動しましょう。

4. 安全第一で慎重に移動

歩行中は周囲の車や自転車、段差に注意し、安全第一を最優先として移動

しましょう。

避難移動における 4つの大切ルール



２「やってみる」行動訓練
防災放送を合図に、自宅から集合場所に集合し、

西部公民館実習室（ 2階）へ実際に避難・移動します



３「ふりかえる」見直し
実際に避難して感じたことを話してみましょう。

気づいたことや気になることを、マイ・タイムラインや

手づくりハザードマップに書き込みましょう。

アンケートがありますので、ご記入をお願いします。
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